
Ⅱ　各教科の結果概要

　１　各教科の平均通過率(県全体）

　ここでは，各教科ごとに調査実施学年の平均通過率を示しており，本県の「基礎・基
本」の定着状況の概要を，教科・学年ごとに見ることができる。

平均通過率（国語）
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平均通過率（社会）
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平均通過率(算数・数学)
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平均通過率(理科)
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平均通過率(英語)
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(1) 各教科の傾向としては，個別の分野では一

定の改善も見られたものの，全体的には，昨

年度同様に下記の状況が継続している。 

ア 小学校段階の通過率は概ね安定してい

るが，中学校段階では定着が不十分な教

科，学年がある。 

イ 基本的な知識・技能については定着が見

られるが，それらを活用する力を問う問題

（社会的な思考を問う問題，数学の文章問

題，英作文など）への対応が不十分である。

(2) 全１４調査中，目標の平均通過率を達成し

たものが５調査，達成と同視できるものが２

調査であり，さらなる改善の必要がある。 
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　２　各教科の内容・領域及び観点別の平均通過率(県全体）
(1) 【国語】

学年別平均通過率 中２ 73.7%小５ 73.3% 中１ 72.4%

（小５：国語）内容・領域別平均通過率
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（中１：国語）内容・領域別平均通過率

87.1%

84.8%

50.3%

68.2%

75.0%

78.8%

40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

聞き取り

文学的な文章

説明的な文章

記述・推敲

文法・語句の意味や用法

漢字（読み・書き）

（中２：国語）内容・領域別平均通過率
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（小５：国語）観点別平均通過率
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（中２：国語）観点別平均通過率
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小学５年 

○ 全体の平均通過率は７３．３%であり，概ね基礎・基本の定着は図られているが，観点「書

くこと」の「構成力・効果的な表現」が６２．１%にとどまり，課題を残す結果となった。

 ○ ３年連続出題した漢字の書き取り問題について顕著な改善がみられなかった。 
※ 絵にかんしんをもつ。（Ｈ２０ ４８．６%→Ｈ２１ ４７．７%） 

 ○ 「話合い」活動における司会者としての適切な発言内容を記述する力に課題がある。 
中学１年 

○  全体の平均通過率は７２．４%であり，概ね基礎・基本の定着は図られているが，「説明

的文章」の読解の領域が５０．３%であり，大きな課題であるととらえている。 
○  順序を表すことばを使って，わかりやすい道案内の記述をする問題が６２．１%であった。

「まず」「はじめに」や「次に」等，説明や報告に必要な言葉の使い方の指導が必要である。

中学２年 

○  全体の平均通過率は７３．７%であり，概ね基礎・基本の定着は図られており，領域別及

び観点別ともにほぼ７０%程度であり，バランスのとれた通過率を達成している。 
○  漢字の一部及び文法の類似問題については，十分な改善がみられず，課題である。 
 ※ 機械をそうさする。 （Ｈ１８ ６２．５%→Ｈ２１ ５５．７%） 
○  文化祭の案内状を完成させるために，ポスターから必要な情報を取り出して記述する力に

課題がある。 
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【 定着を図りたい問題 ＜小５国語＞ 】

７ －１・２ 体育委員会の話合い活動における発言内容から話合いの柱をと

らえ，話合いの展開に応じて，司会者としてふさわしい発言を考

えて答える問題
１ メモ１ 通過率（74．5％） 無解答率（ 5.7％）

メモ２ 通過率（73．2％） 無解答率（ 7.1％）
２ 司会の発言 通過率（48．7％） 無解答率（10.4％）

○ 司会者としての適切な発言の内容を記述する問題の通過率が48.7 と低い。%
「司会者」の役割や話し方についての学習活動が現段階ではまだ十分ではない。

○ 問１は，話合い活動の様子を読み，話合いの柱となる内容を記録・メモする形式

の問題を通して，話合い活動の要点をとらえる能力をみる設問である。

「話すこと・聞くこと」において，一層重視していきたい指導事項である。

○ 問２は，司会者としての適切な発言内容を記述する能力をみる設問である。

与えられた条件にしたがって，話合いが目的に応じて適切に進行するよう，発言

を整理したり，促したり，まとめたりできるところまで高めていきたい。

○ 話合いの方向を修正して，もとにもどしたり，進めたりする発言内容の表現例

前半・・・～さんと～君の意見は議題からはずれています。

議題と直接関係のない発言はひかえてください。等

後半・・・みなさん，議題は○○○○です。または，

みなさん○○○○が議題です。～について意見のある人はいませんか。

他に発言のある人は挙手してください。等

○ 司会者を立てた「話合い」活動場面で具体的な指導をする。

鹿児島チャレンジＰ．２～３ 34ページに取り組ませる。

小学校学習指導要領解説国語編Ｐ.51「ア 課題設定や取材に関する指導事項」

小学校学習指導要領解説国語編Ｐ.53「オ 話し合うことに関する指導事項」
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【 特に定着を図りたい問題 ＜中１国語＞ 】

５－２・３ 母親に買い物と花屋さんへの伝言を頼まれたときの聞き取りメモを書き，途中

で旅行者に駅までの道案内をするときの発言を考える問題

１ 認識 通過率 （87．9％） 無解答率（1．0％）

※２ 事柄 通過率 （66．8％） 無解答率（3．8％）

※３ 記述 通過率 （62．1％） 無解答率（3．7％）

１ 母親の言葉の中にある に当てはまる店の名前を、地図をもとに答えよ。
２ 友美さんは花屋さんへの母親の伝言を，次のように記録した。 に入るメモの内容を簡潔にまとめＡ
て書け。
１ 来週水曜日のバス旅行の件。
２ 参加費は一人当たり2000円，二人以上参加すると，一人当たり1500円になること。

Ａ３
３ 友美さんは地図中の★印の場所で，旅行者の人から駅までの行き方をたずねられた。言葉だけでわかり

やすく説明するにはどのように言えばよいか。次の条件に従って書け。※ 題名や氏名は書かない。
① 「中央通り」という言葉を使って，具体的に説明すること。［ 条 件 ］
② 順序を表す言葉を使って，２文以上で書くこと。
③ 原稿用紙の使い方や文体にも気を付けて，４行以上，６行以内で書くこと。

○ 母親の伝言内容をメモにまとめる問題の通過率が66．8％，旅行者に簡潔に道案内をするため

の説明を記述する問題の通過率が62．1％であり，やや低かった。順序を表す言葉を使って説明

する力の定着が十分ではない。

○ 問２は，母親が伝言した言葉の中から，伝えたい事実や事柄を取り出し（選んで ，明確に記）

述する能力をみる設問である。母が伝えた３つめの伝言の内容の中から，次の①～③の要素を組

み合わせ，簡潔にまとめてメモを完成させる。

母の言葉

「今夜８時ごろ，お母さんのほうから確認の電話をするってつたえてきてね。

① ② ③

○ 問３は，地図を参考にして，旅行者の人に駅までのわかりやすい道案内の内容を記述する問題

を通して，論理的に記述する能力をみる設問である。

道案内をするためには，地図の中から必要な要素を取り出し 「まず」や「はじめに」で書き，

始め 「次に 「それから」等の接続語の使用を工夫し，その要素を順番につないで説明する方， 」

法を指導する。

○ 中学校学習指導要領解説国語編 Ｐ．33 「ウ 記述に関する指導事項」

鹿児島ベーシック中１ ２２年度改訂１
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【 特に定着を図りたい問題 〈中２国語〉 】

５－４ 生徒会で作成した文化祭の案内状を推敲しながら，ポスターの工夫を

捉えて，未完成部分の案内状を記述する問題

４ ＜記述＞ 通過率（67．0％） 無解答率（11.5％）

○ 文化祭の開催案内ポスターを参考に，条件にしたがって案内状の未完成部分を完成

する問題の通過率は67．0％であった。観点別にみると，後半部分の内容となる「文

化祭の日時・内容」の説明を記述する問題の通過率が56．2％と低かった。

必要な要素を取り出して，説明する力の定着が不十分であった。

○ 問４は，条件にしたがって案内状の未完成部分を完成させることで，簡潔でわかり

やすい案内状を記述する能力をみる設問である。

→ 目的や意図に応じて，伝えるべき事柄を明確に書くことは一層重視したい指

導事項である。

○ 開催案内ポスターの中から，必要な情報を取り出す際の視点

→ 一般的要素と個別的要素を書き分ける。

・一般的な要素→行事名・開催日時・場所・日程等

・個別的要素 →文化祭の魅力や特徴

記述例

わたしたちの文化祭は，○○○○○○○○○○が一番の魅力です。

本校で一番歴史があり，クラスみんなの思いを曲にのせて歌うことを

目標に取り組んでいます。

文化祭は○○○○○に実施します。○○に開会し，△△や△△を行い

○○から△△△△があります。みなさん，ぜひ本校にお越しください。

○ 中学校学習指導要領解説国語編（中学校１年「書くこと」の言語活動の例）

Ｐ．３４「ウ 行事等の案内や報告をする言語活動」

鹿児島ベーシック中２ ２２年度改訂１

ポ
ス
タ
ー
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(2) 【社会】

学年別平均通過率 中２ 58.9%小５ 69.1% 中１ 63.3%

（社会：小５）内容・領域別平均通過率

70.2%

67.4%

75.0%

55.3%

69.3%

40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%
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運輸・貿易

県の様子

（社会：中１）内容・領域別平均通過率

59.5%

67.6%

69.6%

69.2%

59.3%

40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

世界の地域構成

日本の地域構成

身近な地域

歴史の流れと地域の歴史

古代までの日本

（社会：中２）内容・領域別平均通過率

58.1%

56.8%

59.6%

59.7%

59.4%

50% 60% 70% 80% 90% 100%

世界の地域構成

身近な地域

世界の国々

様々な面からとらえた日本

近現代の日本と世界

（社会：小５）観点別平均通過率

58.6%

76.0%

70.8%

40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

社会的な思考・判断

資料活用の技能・表現

知識・理解

（社会：中１）観点別平均通過率

52.3%

63.0%

69.0%

40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

社会的な思考・判断

資料活用の技能・表現

知識・理解

（社会：中２）観点別平均通過率

60.7%

51.1%

64.2%

40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

社会的な思考・判断

資料活用の技能・表現

知識・理解

小学５年 

○ 内容・領域別では「運輸・貿易」，観点別では「社会的な思考・判断」以外は，通過率がほぼ 70％で

あり，概ね定着しているといえる。 
○ 「運輸・貿易」では，基本的な用語「食料自給率」の通過率が 26.7％，「食料自給率の低下により起

こる問題」を条件に従い記述する問題（同 35.4％）に課題がみられた。 
○ 「社会的な思考・判断」では，昨年と同一の問題である米の生産量の経年変化が大きい理由を記述す

る問題（同 29.2％）と上記の記述問題等に課題がみられる。 
中学１年 

○ 内容・領域別では「世界の地域構成」「古代までの日本」，観点別では「社会的な思考・判断」「資料活

用の技能・表現」以外は，通過率が 70％程度であり，概ね定着しているといえる。 
○ 「世界の地域構成」では，様々な世界地図に関する問題において，「古代までの日本」では小学校の既

習事項である「望月の歌」から分かること（同 36.6％）を問う問題等に課題がみられる。 
○ 「社会的な思考・判断」では，基本的な知識を活用して時代の流れを把握する問題（同 38.1％），「資

料活用の技能・表現」では，複数の資料から山梨県を確定させる問題（同 50％）等に課題がみられた。

中学２年 

○ 内容・領域別では，すべての通過率が 60％程度であり，観点別でもすべての観点が落ち込んでおり，

課題がみられる。特に「資料活用の技能・表現」の通過率は 51.1％で課題が大きい。 
○ 資料から情報を読み取り計算したり，出来事を関連付けたりする問題等に課題がみられる。 
（例）人口密度（同 29.3％），縮尺（同 53.5％），大政奉還前後の時代の確定（同 13.3％） 
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【 特に定着を図りたい問題 ＜小５社会＞ 】

２ (1)米の生産量の年ごとの変化が大き ９ (3) 食料自給率の低下に伴って起因す

い理由について書かれた文章の一部 る課題について条件に従って記述す

を記述する問題 る問題

通過率（２９．２％）無解答率（１４．０％） 通 過 率（３５．４％）

平成２０年度通過率（１９．６％） 無解答率（１０．７％）

○ 平成２０年度に出題し，通過率が低 ○ 日本の食料自給率の低下がもたらす

かった問題を，より解答しやすいよう 課題を記述する問題を出題したが，通

に改訂して出題したが，３割弱の通過 過率が低かった。前問の基本的な用語

率であった。昨年度の課題に対して， 「食料自給率」を問う問題（通過率

十分な指導がなされていない。 ２６．７％）とともに課題がある。

○ 日本の米の生産量と消費量の変化を ○ 食料自給率が低下し続けると，輸入

示した折れ線グラフを基に，その特徴 量が増加するとともに，国内の生産力

から生産量と自然環境との関連につい が弱体化することになる。社会的事象

て説明を求めている。つまり，米は台 が生活にもたらす問題を考えさせるこ

風や低温など気候の影響を受けやすい とは，社会を知り・わかることにつな

ので，生産量は年によって変化が大き がり，授業で習得した知識が生きては

いという知識を記述させることをねら たらく力となる。

っている。

○ 授業においては，本問題のように食

○ 授業でグラフ等を活用する場合，① 料自給率の上がり下がりによって起こ

変化の大きい部分，②全体的な傾向， る課題を，資料を基に考えたり，発表

③今後の変化の予測等を読み取らせる したりして，課題についての因果関係

ことが大切である。そして，変化が大 を把握させる必要がある。

きい理由や予測した理由などを事実と このような授業を通して，貿易摩擦

結び付けて考えさせることになる。 や円高・円安などの社会的事象を説明

学年に応じて，資料の読解の仕方と する力を養う基礎を育成することがで

その意味を丁寧に指導する必要がある。 きる。
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【 特に定着を図りたい問題 ＜中１社会＞ 】

５ (2)(4)(5)

資料と関連する基本的事項について記号選択する問題や資料から読み取れるこ

とを記述する問題，複数の資料の年代を確定した上で，時代の流れを問う問題

(2)通過率（４６．５％）無解答率（０．３％）(4)通過率（３６．６％）無解答率（１８．３％）

(5)通過率（３８．１％）無解答率（１．３％）

○ (2)は平城京遷都についての基本的な知識を問う問題で，小学校でも学習してい

る内容である。平成２０年度に「平安京」を記述する問題を出題したところ，通

過率は８４．５％であった。このことから，社会科の基本となる知識の定着が十分

でないことがわかる。小学校の既習事項について把握した上での指導が必要である。

○ (4)は「望月の歌」から読み取れる藤原氏の権勢を説明する問題である。「望月

の歌」については，小学校での既習事項であり，摂関政治の理解についての指導が

十分でないことが伺える。小中連携した取組が望まれる。

○ (5)は資料Ａ，Ｂ，Ｄの三つの資料の年代をおおよそ確定し，７０２年が示した

選択肢のどこに位置付くかを問う問題である。ここで必要となる知識は，聖徳太子

は６００年前後の人物であること，平安時代は７９４年から始まること，藤原道長

は１０００年前後の人物であることであり，時代の変わる年代や時代を象徴する出

来事等に関する内容で，時代の流れを理解する上で重要な知識である。

○ 授業では，時代の特徴を部品となる知識（例，平城京，７１０年，大仏，聖武天

皇など）をつなぎ合わせて説明させたり，歴史的事象の意味や背景を説明させたり

する授業を意図的に行うことが必要である。さらに，年表や地図帳を日常的に活用

して，そのよさを体感させることも大切である。
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【 特に定着を図りたい問題 ＜中２社会＞ 】

１ (4) 表から情報を読み取り，人口密度を求める問題

３ (2) 地図から等高線を読み取り，山頂の最も適当な標高を求める問題

１ (4)通過率（２９．３％） 無解答率（０．４％）

３ (2)通過率（２９．５％） 無解答率（０．５％）

○ (4)は資料１にあるＰ国の人口と国土面積のデータを使って，人口密度を求

める問題である。小学校の算数で学習した概数のわり算の技能を用い，記号選

択肢の単位（人／ ）からも人口÷面積を導く社会的な技能に関する基礎的な

問題にも拘わらず，通過率が３割弱と低い。算数・数学科との連携も図りなが

ら，社会科の技能として児童・生徒に習得させる必要がある。併せて，社会的

な感覚，数学的な感覚についても指導し，教科を超えたつながりや日常生活と

の関連について気付かせることも大切である。

○ (2)は５万分の１の地形図での等高線の読み取りの問題である。例えば，地形図

中の計曲線５００ｍと６００ｍの間に主曲線が４本あることから，主曲線の間隔が

２０ｍであることを活用して，蜂城山の標高を導き出す技能を確かめている。平成

２０年度は，２万５千分の１の地形図で山の標高を問う問題を出題し，通過率は，

５７．７％であったが，今回の通過率は３割弱である。地形図の読図の技能が不足

していることがわかる。

○ これらの問題は，小中学校いずれにおいても扱うことが可能な内容であるが，意

図的に児童・生徒に指導しなければ読図能力の定着は難しい。新学習指導要領にお

いても，地図や地球儀等の積極的な活用が求められており，機会あるごとに既習学

習における指導すべき事項を繰り返し，計画的に指導し，地図等を活用することの

よさや楽しさを味わわせる必要がある。

○ 他教科との関連

・ 鹿児島チャレンジ「算数」Ｐ. ５～６．
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